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秘密兵器の威力は！～みて！みて！こんな簡単に！～
花北事業所 大村 拓実

2025年は「巳年」です。巳年にちなみヘビに関係
するお話をさせていただきます。
ヘビは「神の使い」や、ヘビの抜け殻を財布に入
れておくと「お金がたまる」など一部信仰の対象と
なっています。一方で、ヘビを目の前にしたとき「怖
くて触ることができない」「かまれたらどうしよう」
と苦手にしている人が多いのではないでしょうか。
今回は「秘密兵器」が停電事故対応で早期の復旧に
大活躍した事例を紹介いたします。

〔状況〕
６月の上旬、お客さまから「全停電している」と
の連絡があり出動しました。連絡があったお客さま
の受電設備は、「屋外の組み立て式電気室」（以下「電
気室」という。）であることから、「雷」、「小動物の
侵入」、「草木の接触」を疑いました。特にこの季節
は、ヘビが高圧電路に接触して停電する事故があり、
直近でも他のお客さまで発生したばかりでした。ま
た、ヘビは高電圧で感電しても、生きていることが
比較的多く、取り除くのに苦労していました。花北
事業所には導入したばかりの秘密兵器があったた
め、今回の事故対応に持っていくことにしました。

〔調査〕
現地に到着し原因調査を開始しました。引込柱の
高圧気中開閉器が地絡継電器動作により開放してい
ました。

〔原因〕
電気室内を確認すると、そこには体長１ｍほどの
元気そうな「アオダイショウ」が潜んでおり、他に
異常がないことから停電の原因はこのアオダイショ
ウで間違いありません。

〔復旧〕
ここで、秘密兵器「スネークキャッチャー」の登
場です。初めての使用でしたが、先端のハサミがア
オダイショウの首をしっかりと捉え、いとも簡単に
確保し、電気室から取り除くことができました。電
気設備内に今回の地絡による損傷などの異常が無い
ことを確認したうえで無事復電（復旧）しました。

〔お客さまの声〕
お客さまからは、「電気室は高電圧で危険である
ことを日頃から従業員に伝えており、今回の停電も
すぐに保安協会に連絡しました。狭い箇所に潜んで
いたヘビを専用の器具で取り除き、速やかに復旧す
ることができて感謝しています」とのお言葉をいた
だきました。

〔まとめ〕
今回使用した「スネークキャッチャー」は、ヘビ
が苦手な人でも楽々とヘビを捕まえることができる
優れものでした。これからも点検をとおして設備の
改善などを提案していきたいと思います。
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